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静止画を動かすことによる魅力的な料理動画生成システムの開発 

 

 

 

SizzTass : http://sizztass.appspot.com/ 

 

 

本プロジェクトでは、一枚の料理画像の一部、あるいは全体に動きを加える

ことにより、それをより美味しさの伝わりやすい動画へと変換することを支援

するシステムを開発する。 

見る者に料理の活きを感じさせる要素は「シズル感」と呼ばれる。例えば、

新鮮な野菜からしたたる滴、鍋でグツグツと食材を揺らす泡、ジュージューと

鉄板から弾ける飛沫などが挙げられる。料理画像にシズル感をうまく表現すれ

ばするほど、それが美味しそうな料理に見える。また、ジュージュー、グツグ

ツといったシズル感を表現するには、静止画と比較して動画の方が適している。

しかし、シズル感をうまく表現した動画を撮影することは難しい。その理由は、
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シズル感を表現するために「鍋に火をつける」などの料理に対する変化を与え

ることが必要だからである。鍋に火をつけると、肉に火が通りきる（料理撮影

において肉は赤い方が美味しそうに見えるとされている）、野菜が萎れる、具材

が液体に沈む、などの問題点が生じる。 

そこで本プロジェクトでは、火をつける、などといった食材に変化を加えて

しまう工程の前に撮影した一枚の静止画に、あとからシズル感を演出するため

の要素（鍋であればグツグツとした泡や食材の揺れ）を合成することで、より

魅力的な料理動画を作成する。こうした合成は基本的に高価なソフトウェアと、

ユーザがそのソフトウェアに対する豊富な知識を持ち合わせていなければ行う

ことができないが、本システムでは、細かなパラメータ設定などをシステムが

自動で行うようにし、誰でも簡単に料理動画の合成を行えるようにする。 

料理店のWebサイトや通販サイトの商品紹介に掲載されるイメージは静止画

というのが主流であるが、本システムによりこれらを動画に置き換えることが

容易になり、それらのサイトがよりリッチになることが期待される。 

 

 

 

料理の静止画像を元にして、その部分々々が動く、おいしそうな動画を半自

動的に生成する。例えば、鍋であれば、具材をぐつぐつと動かしたり、泡や湯

気をのぼらせたりする。 

シズル感、つまり料理の活きを感じさせる動画の撮影には、技術とノウハウ

が必要であり、また、大変な手間もかかる。食べるために普通に作った料理で

は食材の張りや色は落ちていて、そのまま撮影するとそれほどおいしそうには

見えなかったりする。そこで、動画よりは数多い、シズル感のある静止画を元

にして動画を作ってしまおう、という提案である。 

静止画像中のどの領域をどのように動かすのか、揺らすのか、動画を貼りこ

むのか、どのくらいの速さで動かすのか…これらをなるべく手軽に指定でき、

または半自動的に決定し、自然な動画を作ることになる。これだけで技術的に

は困難なことであるが、崎山君なら一定以上のソフトウェアを作り上げること

だろう。世の中の見本料理画像がおいしそうに動いたら…と考えると、応用先

もかなり見込める。 

特定の料理に閉じずにあらゆる料理を扱えるようにすることを目指して欲し

い。 
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鍋料理を対象としたソフトウェアを開発する。 

 

 

 

目標に加えて、次を達成した。 

 当初は予定していなかったエフェクト 

 炭酸飲料で見られる気泡 

 光源の揺れによる光のあたり方のゆらぎ 

 湯気 

 キラキラ 

 料理以外への適用：人、温泉画像、…… 

 所属研究室メンバによる試用、創作 

 動画へのロゴ「SizzTass」の付加 

 ロゴ入り T シャツの作成 

 

 

 

写真を元にコンピュータ処理で作成した動画はシネマグラフと呼ばれ、その

点では崎山プロジェクトのオリジナルというわけではない。しかしそれを料理

写真に適用することでこれほどまでに美味しそうになるとは、どれだけの人が

気づいていただろうか。もし気づいていたとしても、動画編集ソフトで作成し

ようとすると、ゆうに数時間はかかる。それを数秒から数分で作成できるよう

にした。この成果は、今後、様々な作例が現れる素地になり得る。 

 

 

 

 実地での活用 

 さらなる他のエフェクト 

 ソフトウェアや手法の普及 

 人は動画の何に対しておいしさを感じるのか？の考察と解明 

 

人が視覚・聴覚を通じて、どうおいしさを感じるのか？を考えぬいて、自身

の考えを持って欲しい。 
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